
 

 

 

令和８年度屋外広告士試験 

 

問 題 Ｂ 

広告デザイン 

 

試験時間：13:00～14:20（退出可能時間：13:50～14:10） 

 

次の注意をよく読んでから始めてください。 

１．これは問題Ｂです。表紙を除き13ページ20問あります。 

２．問題はすべて必須問題です。 

３．氏名・受験地はマークシート解答用紙に記入してください。 

４．受験番号はマークシート解答用紙に記入し、該当する番号欄を鉛筆で塗りつ

ぶしてください。 

５．解答はマークシート解答用紙の番号欄を鉛筆で塗りつぶしてください。 

６．１問に２つ以上解答した場合は正解としません。 

７．解答を訂正する場合は、消しゴムでていねいに消して訂正してください。 

８．マークシート解答用紙は退席の際に回収します。 

９．この問題冊子は持ち帰っても構いません。 

 

 



 



令和８年度Ｂ － １ － 

【問１】写真ののれんを説明する記述として、適切でないものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．のれんは、日本独特の広告形式とされ、伝統の風情を高めるアイテムとして

用いられている。 

２．のれんの目的は、間仕切りや日除けのためとされているが、屋号の表示が加

わり広告物に位置づけされるようになった。 

３．布丈をそろえて間口いっぱいの軒先に張ったこののれんは、長のれんと呼ば

れている。 

４．小さなのれんが連続するリズミカルな意匠美に、たくし上げられた部分が加

わり、美的効果をさらに高めている。 

 



令和８年度Ｂ － ２ － 

【問２】屋外広告物のマネジメントに関する記述として、適切でないものはどれ

か。 

１．屋外広告物のネットワーク掲出とは、ある期間に市場内人口の一定数が少な

くとも一度は当該屋外広告物の前を通過するというように、客観的なデータに

基づき、地域内の複数個所に広告看板等を掲出することを指す。 

２．屋外広告物前の一日有効通行量はＤＥＣ（Daily Effective Circulation）と

呼ばれ、屋外広告物をネットワーク掲出する際の効果指標として用いられてき

たが、屋外広告物の前を通行した人が必ず当該広告物を視認するとは限らない。 

３．日本では、屋外広告物を設置する場所や用地を単体で取引することが多いた

め、ＤＥＣだけでなく屋外広告物が実際にどの程度視認されるかを示す指標の

開発が求められたが、ネットワーク掲出が浸透する欧米では、こうした認知レ

ベルの指標は導入されていない。 

４．屋外広告物の視認率は、実測値がない媒体でも、看板の面積、設置位置及び

設置角度、設置高さ、クラッター、照明の有無と程度、という５つの媒体属性

から推定値を算出することができる。 

 

【問３】屋外広告物および広告全般の定義に関する記述として、適切でないものは

どれか。 

１．ＯＯＨとは Out Of House の頭文字をとった略語で、建物の外で継続的に掲

出されるあらゆる広告を指す。 

２．ＯＯＨは、屋外にあって公衆の目や耳に届くところに掲出される広告に加え、

駅や空港、スポーツ施設、店などの内部に掲出される広告も含まれる。 

３．広告が広告たり得るには、広告主を明示すること、有料形態もしくは管理可

能な形態であること、非人的媒体を使うことが必要になる。 

４．広告商品やサービスあるいは広告主のことを記事やニュースとして取り上げ

てもらうパブリシティは、取り上げてもらえるか、どう取り上げられるかはメ

ディアに一任されるため、広告主が管理不可能である点が広告と異なる。 

 



令和８年度Ｂ － ３ － 

【問４】マンセル表色系を用いた図の（ ａ ）～（ ｄ ）を説明した文として、適

切でないものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．(ａ)が示す0.5〜14の数値は、彩度を示している。  

２．(ｂ)が示す色相は、10Gを示している。 

３．(ｃ)が示す同心円状の色の並びは、色相環を示している。 

４．(ｄ)が示す同心円状の色の並びの中心部分は、黒を示している。 

 

 

( ａ ) 

( ｄ ) 

( ｂ ) 

( ｃ ) 



令和８年度Ｂ － ４ － 

【問５】写真は桜（ソメイヨシノ）の花見の後に見られる新緑の葉を、マンセル表

色系の色相別カラーチャートに置いて簡易的に測色している様子である。 

この桜の葉の測色の近似値として、正しいものはどれか。 

 

 

色相  明度  彩度 

１． 5GY  ５   ７ 

２． 5GY  ７   ５ 

３． 5G   ５   ７ 

４． 5G   ７   ５ 

 



令和８年度Ｂ － ５ － 

【問６】写真は、今年の春に撮影した桜（ソメイヨシノ）の花である。 

青空を背景とした桜の花の色に関する次の記述のうち、適切でないものはどれ

か。 

 

１．明度と彩度が関係する心理的効果で桜色は、柔らかい印象を与えることがあ

る。 

２．JIS「物体色の色名」の系統色名で桜色は、ごくうすい紫みの赤と表示される。 

３．桜の花と青空は、色相が補色の関係にあり強いコントラストを与えている。 

４．JIS「物体色の色名」のマンセル表示で桜色は、10RP9/2.5と表示されている。 



令和８年度Ｂ － ６ － 

【問７】色彩の対比の図に関する記述の空欄に入る語の組合せとして、正しいもの

はどれか。 

隣接する色は、互いの影響で本来の色味や明るさと違って見える。この現象を

（  ａ  ）と呼ぶ。正方形の中の小さい図形は左右どちらも同じ色だが、背

景色に対して図形色の黄緑色が、左は緑みが強く、右は黄みが強く見える

（  ｂ  ）が働いている。また、右の図形色の方が（  ｃ  ）見える明

度対比も見られる。 

 

(ａ)     (ｂ)    (ｃ) 

１．同時対比   彩度対比   暗く 

２．同時対比   色相対比   明るく 

３．継時対比   色相対比   暗く 

４．継時対比   彩度対比   明るく 

 

【問８】照明光源と関係のある記述の組合わせとして、誤っているものはどれか。 

１．白熱電球  ― トーマス・エジソン 

２．蛍光灯   ― フィラメント  

３．火     ― 照明のはじまり 

４．青色LED   ― 窒化ガリウム(GaN) 

 

 



令和８年度Ｂ － ７ － 

【問９】光源に関する記述の空欄に入る語の組合せとして、正しいものはどれか。 

発光ダイオード（LED）は（  ａ  ）のp-n接合に電力を流したときに発光

する現象を応用している。蛍光ランプの様にガスや（  b  ）を使用しておら

ず、（  ｃ  ）で長寿命、クリーンな光源として拡大している。さらに、小

型化、薄型化、軽量化が容易であり、今後さまざまな分野で普及が進むと考えら

れる。 

(ａ)     (ｂ)     (ｃ) 

１．半導体   水銀     省エネルギー 

２．半導体   ハロゲン   初期費用が安価 

３．金属    ハロゲン   省エネルギー 

４．金属    水銀     初期費用が安価 

 

【問10】サイン文字の可読性や視認性に関する記述として、適切でないものはどれ

か。 

１．可読性とは、サインの文字内容が読み取られる程度を示すものであるのに対

して、視認性とは、サインや文字などの存在が視覚的に認知される程度を表す。 

２．サイン文字の可読性には、様々な条件が関わっているが、特にサインと背景

の関係や文字とサイン面の明るさのコントラストが可読性や視認性に強く影響

を与えるとされる。 

３．白抜き文字のサインは、全照明下では白よりも暗い背景によって網膜の感度

が高まり、白い文字を鮮やかに感じさせ視認性が高まる。 

４．可読性や視認性に関わる文字の大きさとは文字設計時の枠の高さ（文字高）

を指し、欧文の場合は小文字の高さ（ベースライン～ミーンラインの間）を指

す。 

 

 



令和８年度Ｂ － ８ － 

【問11】屋外広告物の色彩の受け手への配慮に関する記述の空欄に入る語の組合せ

として、正しいものはどれか。 

色の識別がしにくい特性を有する人は日本人の男性のおよそ（  ａ  ）で

あり女性より多い。かなりの割合であり色彩表現にあたって留意が必要である。

また、加齢により水晶体が白濁して色覚機能が弱くなり（  ｂ  ） などの区

別がつきにくくなる。JIS安全色は、2018年改訂で（  ｃ  ）の観点から、色

覚多様性に配慮した見直しにより、色の見分けがしやすいように改善された。 

(ａ)       (ｂ)      (ｃ) 

１．100人に１人    赤と黒   カラーユニバーサルデザイン 

２．100人に１人    青と黒   カラーサインガイド 

３．20人に１人    青と黒   カラーユニバーサルデザイン  

４．20人に１人    赤と黒   カラーサインガイド 

 

【問12】読みやすい屋外広告物のデザインを検討する手順として、正しいものはど

れか。 

１．象徴化の段階 → 場の序列化  → 情報の序列化 → 表現の序列化 

２．表現の序列化 → 情報の序列化 → 場の序列化  → 象徴化の段階 

３．情報の序列化 → 場の序列化  → 象徴化の段階 → 表現の序列化 

４．場の序列化  → 情報の序列化 → 表現の序列化 → 象徴化の段階 

 

 



令和８年度Ｂ － ９ － 

【問13】下の図について説明する記述として、適切でないものはどれか。 

 
図１ 

 
図３ 

１．図１の優先座席に見られる ＋ にハートの図は、ピクトグラムである。 

２．図１の人のシルエットの図は、ピクトグラムである。 

３．図２は動物が砂浜に記号のように描いたフィールドサインで、これはピクト

グラムである。 

４．図３は今までに無く独創的で躍動感の強い絵画表現であるが、これはピクト

グラムである。 

 

図２ 



令和８年度Ｂ － １０ － 

【問14】欧文書体の図に関する記述の空欄に入る語の組合せとして、正しいものは

どれか。 

欧文書体のプロポーションは図１のような５本の横線によって構成されてい

る。図２は文字サイズが同じポイントの異なる欧文書体のエックスハイトを比べ

たものである。 

アの書体は（  ａ  ）で、このようなエックスハイトの小さい古典的な書

体はディセンダーとアッセンダーが（  ｂ  ）。可読性を重視した書体は概

してエックスハイトが大きく設計されており、空港サイン用に設計されたイの書

体（  ｃ  ）はその代表的な例である。 

 

(ａ)     (ｂ)     (ｃ) 

１．タイムズ    大きい   ヘルベチカ 

２．タイムズ    小さい   フルティガー 

３．パペチュア   小さい   ヘルベチカ 

４．パペチュア   大きい   フルティガー 

 

【問15】写真に関する記述のうち、適切でないものはどれか。 

１．広告サインに用いる写真の特徴は、リアリティを求めるところにある。 

２．被写体とその前後に広くピントを合わせたい場合は、露出の絞り値を大きく

とると良い。 

３．写真表現において、被写体を背景に近づけたい場合は、広角レンズを用い、

遠近感を強調すると良い。 

４．現在、デジタルカメラやスマートフォンのカメラ機能が普及したが、アナロ

グカメラにも強い人気がある。 

 



令和８年度Ｂ － １１ － 

【問16】サイン計画における、サインシステム、主に使われるサイン、適している

施設の組合せとして、誤っているものはどれか。 

サインシステム    主に使われるサイン   適している施設 

１． ランダムアクセス型 ―― 空間系サイン ―― 公園 

２． リニアルアクセス型 ―― 方向系サイン ―― 空港 

３． ランダムアクセス型 ―― 空間系サイン ―― 高速道路 

４． リニアルアクセス型 ―― 方向系サイン ―― 病院内 

 

【問17】良好な都市景観の形成に配慮した屋外広告物の規模や、総量のありかたに

関する記述として、適切でないものはどれか。 

１．街路の幅員や道路面からの高さのレベルによって、掲出される屋外広告物の

規模や総量、密度等を設定するなど、きめの細かい規制や誘導が有効である。 

２．一定の市街地の範囲に掲出される屋外広告物表示面積の総和は、当該地区の

都市景観の評価に直接的にかつ最も強く影響するものである。 

３．ある地区における個々の屋外広告物の規模やその総量については、商業地区

や業務地区、文教地区など、地区ごとの特性にあわせた規制や誘導が必要であ

る。 

４．屋外広告物が掲出されることを前提として設計されていない建築物等では、

掲出後に景観的なバランスを著しく損なうことがある。 

 

 



令和８年度Ｂ － １２ － 

【問18】広告サインの製作にあたっても環境対策が求められている昨今である。製

作時の環境対策とその対応の組合せとして、誤っているものはどれか。 

      環境対策           対 応 

１． エコマテリアルの調達  － 再利用してつくられた材料や製品を活用す

る 

２． 長期利用可能なデザイン － 雨水の侵入が避けられる水抜きや虫除け網

を設置する 

３． 節 約         － 再製作することで過剰な大きさや台数を見

直す 

４． 再利用         － 部品や画面を接着せず分離して組み立てで

きるようにしておく 

 

【問19】照明器具の蛍光ランプ（蛍光灯）に関係する次の記述のうち、適切でない

ものはどれか。 

１．一般照明用の蛍光ランプは、2027年末までにその製造・輸出入が禁止になる

と政府によって告知されている。 

２．一般照明用の蛍光ランプは、その使用・販売・購入が禁止されるため代替照

明としてLED照明の使用が推奨されている。 

３．蛍光ランプの廃棄にあたっては、人体や生態系に有害である水銀による環境

汚染の防止に努めなくてはならない。 

４．熱放射原理の白熱電球は、消費電力が極めて大きく環境に悪影響を与えてい

るが、蛍光ランプとは発光メカニズムが異なるため、製造等の今回の禁止の対

象ではない。 

 

 



令和８年度Ｂ － １３ － 

【問20】写真のように１車両全ての媒体を統一的に広告にする手法の名称として、

適切なものはどれか。 

 

１．アド・レンタル 

２．ネットワーク広告 

３．マッピング広告 

４．メディアジャック 
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